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○附属鎌倉中学校に行ってきました！研修報告○ 

横浜国立大学教育学部附属鎌倉中学校 平成３０年度研究主題 

資質・能力を育成するためのカリキュラム・マネジメントと学習評価の充実 

 

なんとなく面白いな～と思ったこと！ 

①鎌倉中の昨年度までの実践 相手意識を持った「話し

方・聴き方・話し合い方」についての指導の改善 

１，授業等で生徒に共通して意識させることをまとめ、

ポスターにして、各教室に掲示 

２，「自己評価」を学期や年度の終わりにさせたり、ク

ラスのベン図を作ったりするなど、生徒の意識向

上を図る取り組み 

生徒へのアンケートコメント 

○自分たちでベン図を作ったので、少しは意識が高まった。 

○話し合いは色々な教科で、自主的に話し合いを深められていると思う。 

○道徳の時間など、数人の人の意見から新しい意見を考えられ、それで問題が解決した。 

△一人の人が中心となる場面が多い。 

△それぞれのねらいに対応した話し合いの進め方なども教えて欲しい。 

△もっと生徒たちでいろいろと考えさせた方が良い。班内での発表をするようにする。発

表するために意見をまとめたり、話し合いを深めたりすることができる。 

※ここまで生徒に「話し方・聴き方・話し合い方」を意識させられたら資質・能力を育成するた

めの主体的・対話的で深い学びにつながっていくのかなぁなって思いました。 

 

②全国学力学習状況調査を活用した授業実践＆質問紙の活用 

全国学力学習状況調査の問題≒学習指導要領で身につけさせたい

力 

例えば数学では、問題発見・解決の過程を意識させた問題を出題し

たい！という思いがあるらしい。（水谷先生[国立教育政策研究所教育

課程研究センター]）それをぜひ活用して欲しい！ということらしいで

す。 

また、生徒質問紙を学期に数回行い、生徒が感じている事を授業や

生徒指導・支援に活かしているそうです。やれたら面白そうですよね。

生活アンケートとかに授業のことを混ぜられないかなぁ。みたいな…。 

 


